
様式 ２ 

地震及び火山噴火予知研究計画の次期計画検討に係るアンケート調査 

実施機関名                        

事項 大項目                                             

      中項目                                             

        小項目                                                  その他関連する事項                           
 

 
目   的 

 
計    画    内    容 予 算 規 模 こ れ ま で の 実 績 備 考 （ 留 意 点 等 ） 

現計画の関連事項： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：千円） 

 

 
 

 

 



様式 ２ （記入例） 

地震及び火山噴火予知研究計画の次期計画検討に係るアンケート調査 

実施機関名  ○○大学○○研究所        

事項 大項目  １ 地殻活動のモニタリングと予測シミュレーションのための観測研究の推進  

      中項目  (1) 地殻活動・火山活動のモニタリングシステムの高度化        

        小項目  ア 日本列島域の地震及び全国の火山活動                    その他関連する事項  １(2)ア、１(3)ア                 
 

 
目   的 

 
計    画    内    容 予 算 規 模 こ れ ま で の 実 績 備 考 （ 留 意 点 等 ） 

現計画の関連事項： 

地震２（２）ア、火山１（２） 

○○○・・・・・ 

 

 

 

 

・・・・・・・を解明する。

・・・・・・・を目指す 

 

 

 

 

 

 

○○○・・・・・ 

 （必要に応じて、地域名を明示してください） 

 

 

 

・・・・・・・を実施する。 

・・・・・・・を構築する。 

・・・・・・・を開発する 

（単位：千円） 

 

 
○○○・・・・・ 

 

 

 

・・・・・・・を発見した。 

・・・・・・・を構築した。 

・・・・・・・を開発した。 

 

 

 

 

 

 
 
 

記載上の注意事項 １．事  項 ： 別添「次期計画骨子(案)の大・中・小項目の中から、該当する最も関連の深い項目を記入願います。また、その他関連する項目がある場合

には、大・中・小項目番号等を記入願います。なお、小項目への区分の判断が困難な場合には、「空欄」でも結構です。 
さらに、該当する事項がない場合には「空欄」とし、「備考(留意点等)」に計画全体の中での位置付けを記述願います。 

２．目  的 ： 地震及び火山噴火予知研究上の意義、予知実現に向けての戦略上の位置付け等について記述願います。 
３．計画内容 ： 次期計画の具体的な実施内容について概要が把握できるように記述願います。（何年計画を予定とするのか、年次計画の有無等） 
４．予算規模 ： 実施内容のおおよその予算規模を記入願います。 
５．これまでの実績 ：次期計画骨子(案)の項目に対応する「地震予知のための新たな観測研究計画(第２次)」及び「第７次火山噴火予知計画」の大・中・小 
           項目を別添「相関図」を参照の上、記入（例：地震１(1)ア、火山１(1)）し、目標に対する到達度を明確に記述願います。 
６．備考（留意点等）：次期計画におけるポイント、強調すべき点、検討すべき点等について記述願います。 
７．そ の 他 ： １つの事項について、１枚で作成してください。 

骨子・各論作成の際の検討資料とするため、レビュー結果及び外部評価結果等を踏まえ簡潔にお願いします。 
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